
名古屋大学・教育発達科学研究科・学振特別研究員(RPD)

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３９０１

挑戦的萌芽研究

2019～2016

項目反応理論に基づく途上国における基礎学力測定のためのテスト開発に関する研究

Study on Measuring Basic Achievement in Developing Countries Based on Item 
Response Theory

１０７７３０１２研究者番号：

谷口　京子（Taniguchi, Kyoko）

研究期間：

１６Ｋ１３５２８

年 月 日現在  ２   ５ １５

円     2,400,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、サブサハラ・アフリカ地域において、基礎学力を測定することができる
テスト開発を行った。本地域で、学力が比較的高いガーナ、中程度のエチオピア、低いマラウイを例とし、学力
テストと質問紙調査を行った。学力テストは、現地語、英語、算数、ライフスキルの4科目とし、各教科10項目
で構成した。質問紙は個人と家族要因についての項目で構成した。学年は4～7年生を対象とした。計4783名から
データを収集した。
項目反応理論(IRT)を用い基礎分析を行い、各教科の項目の困難度と識別力の検出、特異項目機能(DIF)分析を行
った。幾つか項目には課題があるものの、研究目的は概ね達成することができた。

研究成果の概要（英文）：In Sub-Saharan Africa, we developed tests which can measure basic skills. We
　selected Ghana (High level), Ethiopia (Middle level) and Malawi (Low level) as a sample. We used 
achievement test and questionnaire. Achievement test consists of local language, English, 
mathematics and life skills. There are 10 items in Each subject. The questionnaire consists of 
individual and family background factors. The test and questionnaire were administered to from 
grades 4 to 7 students. In total, we collected data from 4783 students.
In analysis, using item response theory (IRT), we conducted basic analysis, estimated item 
difficulties and item discriminations, and estimated differential item functioning (DIF). We found 
that some items are problems, however, the aim of the study was achieved.

研究分野：教育開発
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
サブサハラ・アフリカ地域において、基礎学力の定着は非常に低く、大きな課題となっている。基礎学力を定着
させるためには、まず、正確に基礎学力を測定する必要がある。しかし、この地域における基礎学力を測定する
ことができるテストは非常に少ない。また、存在しても問題項目が公表されていないため、どのような点が弱点
であるかなど解答の特徴は明らかにされていない。
先進国と同じ理論を用いてテスト開発したことによって、途上国においても現状に合わせた生徒の基礎学力の習
得するための評価方法の開発に貢献をした。また、サブサハラ・アフリカ地域における学力の向上に貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
今日、多くの途上国、特に、サブ・サハラアフリカ地域において、基礎学力の定着の低さが大
きな課題となっている。基礎学力を定着させるためには、まず、正確に基礎学力を測定する必要
がある。1995年以降、サブ・サハラアフリカ地域では、東南部アフリカ諸国連合(SACMEQ)が
15 ヶ国を対象に、読解力、計算力、HIV/AIDS の基礎知識を測定する大規模テストを行ってき
た。このテストにより、各国の生徒の成績の到達度は分析された。しかし、テスト問題が非公開
であるため、どのような問題が使用されているのか分からない。また、基礎学力の低さが分かっ
てもどのような点が弱点であるかなど生徒の解答の特徴は明らかにされていない。 
先進国において、テストを作成する際に、項目反応理論が一般的に用いられている。一方、
発展途上国においては、ほとんど使用されていないが現状である。本研究は、途上国におけ
る項目反応理論を用いたテストの開発の先駆けになるであろう。生徒の学力を測定は、先進
国や中所得国では、項目反応理論に基づいて作成されたテストである Progress in 
International Reading Literacy Study(PIRLS), TIMSS(Trends in International 
Mathematics and Science Study) や PISA(Programme for International Student 
Assessment)が行われている。一方、途上国では、近年、特にアフリカ地域では、これらの
テストの難易度が高いため、別に開発された Southern and Eastern Africa Consortium for 
Monitoring Educational Quality (SACMEQ)や Programme for the Analysis of Education 
Systems (PASEC)が行われてきた。しかし、SACMEQ や PASEC が PIRLS, TIMSS や
PISAと異なる点は、テスト問題が公表されていないために、どのような問題が出題されて
いるのか分からないことである。途上国での学力到達度を評価するためには、こうした状況
を克服する必要があった。本研究が行われることによって、途上国でも実用可能な生徒の学
力を測定することができるテストが開発され、基礎学力の定着や向上に大きく貢献するで
あろう。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、途上国において、先進国では一般的に使用されている項目反応理論を用いて、
基礎学力を測定するテストを開発することである。具体的には、(1) テスト問題の難易度を推定
読解力・計算力・ライフスキルのする、(2) テスト問題項目の抽出を行う、(3) 問題項目の困難
度を推定し、レベル分けを行う、(4) 問題項目の識別力を推定し、特別な項目がないか検討する、
(5) 特異項目機能(DIF)の検出を行い、ある国において不利な問題項目がないかを検討する。 
 
 
３．研究の方法 
研究対象国は、サブ・サハラアフリカ地域に位置する学力が比較的高いガーナ、中程度のエチ
オピア、低いマラウイを例とした。対象者は、4～7年生であった。 
研究に用いたツールは、学力テストと質問紙であった。学力テストは、現地語、英語、算数、
ライフスキルの 4科目とし、各教科 10項目で構成し、4択とした。問題項目は、各国のシラバ
スや教科書と大規模調査を参考にして作成した。質問紙は属性などの個人要因と保護者の教育
水準や家庭の所有物などの家族要因についての項目で構成した。 
調査は、2016年から 2019年にかけて実施し、マラウイでは 28校の 5年生 2091名、7年生

1547名、ガーナでは 6校の 4年生 326名、6年生 287名、エチオピアでは 3校の 4年生 236
名、6年生の 295名の計 4783名からデータを収集した。 
分析は、まず、古典的テスト理論(CTT)を用いて基礎分析を行った。次に、項目反応理論(IRT)
を用いて、基礎分析、各教科の項目の困難度と識別力の推定、特異項目機能(DIF)分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
まず、古典的テスト理論(CTT)を用いた分析では、正答率が低い、点双列相関係数が低い、正
答より誤答の割合が高い項目について検討を行った。 
次に、項目反応理論(IRT)を用いて、作成した問題のレベルを推定した。各教科とも、学力が
中間層の生徒よりレベルが低く、基礎学力を測定することができるレベルであったことが分か
った。 
そして、困難度と識別力を推定し、問題項目のレベル分けを行った。幾つかの問題項目の中に
は、困難度が高い、低い、識別力が低いものがあり検討する必要があることが分析された。先進
国ではそれほど困難度が高くなる項目ではないが、本研究では高い項目があり、これらの分野は
弱点であることが分かった。同様に、先進国ではそれほど識別力が低くなる項目ではないが、本
研究では低い項目があり、調査地域特有の環境などが問題を解く際の影響していることが分か
った。 
最後に DIF 分析を行った。DIF が検出された項目があり、検討していく必要があることが分析
された。特に、ライフスキルの項目において、DIF が検出されたものが多く、研究対象国の 3カ
国は似通っているとはいえ、微妙な生活環境の違いなどが問題を解く際に影響されている可能
性が示唆された。 



研究成果は、様々な学会で発表を行った。今後は、論文としてまとめ、国内外の雑誌に投稿し
ていく予定である。また、本研究は、科研費基盤研究 Bの「テスト理論に基づく開発途上国にお
ける継続的な学力測定に関する研究」（2019～2022 年）において、引き続き、発展させていく予
定である。 
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